
平成２１年３月９日に

糸満市で発生した突風について
（現地調査最終報告）

平成２１年３月１２日

沖縄気象台

（注）本資料は、後日、内容の一部訂正や追加をすることがあります。
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１．概要

3 月 9 日 12 時 30～45 分頃、糸満市伊原付近から大度付近にかけて、ビニールハウスの損

壊などの突風による被害が断続的に発生した。また、13 時頃、摩文仁付近でも突風が発生し

樹木の枝が折損した。

9 日、沖縄気象台は職員を気象庁機動調査班として派遣し、現地調査を実施した。

２．突風に関する分析結果

（１）伊原付近から大度付近で発生した突風

ア 突風をもたらした現象の種類

この突風をもたらした現象は竜巻の可能性が高いと判断した。

（根拠）

・ 被害は断続的ではあるが概ね線状に分布していた。

・ 飛散物が渦を巻いていたとの複数の目撃証言があった。

・ 被害の発生時刻に被害地付近を活発な積乱雲が通過中であった。

イ 発生時刻

この突風は、レーダーエコーや目撃者の証言から午後 12 時 30 分頃、伊原付近で発

生したとみられる。

ウ 強さ（藤田スケール）

この突風の強さは、藤田スケールで F0 と推定した。

（根拠）

・ 複数のビニールハウスが損壊した。

・ 樹木の枝の折損が見られた。

エ 被害範囲

この突風による被害は、断続的であるが伊原付近から大度付近の長さ約 1.5km、幅

約 20m の範囲内であった。

（２）摩文仁付近で発生した突風

9日 13 時頃に摩文仁付近で樹木の枝の折損と飛散物が渦を巻いていたとの目撃証言が

あったが、この他に有用な情報が得られず、現象の特定には至らなかった。また、突風

の強さ（藤田スケール）も被害が 1 カ所であり特定できなかった。

３．現地調査結果

現地調査及び目撃者からの聞き取り調査結果は以下のとおりである。

３．１ 被害状況

図 1 の①～⑤において、以下の被害、目撃情報を確認した。

①ビニールハウスのビニールやネットが飛散し、電信柱に巻きついた。

②ひむかいの塔周辺の樹木等が折損した。

③米須小学校の体育館周辺に設置していた工事用のフェンスとテント 1 張が南側へ転倒し

た。木の枝が折損し、葉が渦状に舞いながら東へ移動した。目撃時間は 12:32～12:38。

④糸満晴明病院では、樹木が折損し、ビニールが電信柱に巻きついた。渦の移動を目撃し

た。目撃時間は 12:40～12:45。

⑤みなみの里では、樹木が折損し、バイクが転倒した。渦の移動を目撃した。目撃時刻は

12:57～13:00。



３．２ 聞き取り状況

電話および現地での聞き取り調査を図１～図３のＡ～Ｆにて実施した。

A 氏（図１参照）

・晴明病院駐車上の車内で休憩していたところ、雨とともに強い風が吹き、樹木が揺れ

て木の葉が舞っていた。また車に小石が当たる音がした。塵や木の葉の舞ったものが

西側の斜面を登ってきた。

B 氏（図１参照）

・小学校の駐車場で葉っぱが舞って西から東に移動していったのを 12 時 35 分頃に目撃

した。また、体育館工事用に使用していたフェンスやテントが南に倒れた。

Ｃ氏（図２参照）

・突風発生後帰宅したところ、近くの電信柱にビニールハウスのネットが引っ掛ってお

り、電力会社が撤去作業を行った。その際 13時頃～15 時 30 分頃の間、停電となった。

Ｄ氏（図２参照）

・南側から台風の様な強い風が吹いてきて、窓から塵などが吹き込んできた。その際窓

ガラスが「ガタガタ」と音を立てたため慌てて窓ガラスを閉めた。また、自宅の東側

に置いてあった洗濯機が東側に倒れていた。

Ｅ氏（図３参照）

・台風の様な強い雨と風が吹いきて、塵やビニールハウスのネットが反時計回りに飛ん

できた後、ネットが電線に引っ掛った。また、周辺の樹木等の枝が折れて飛散した。

Ｆ氏（図３参照）

・職場の中庭で大粒の雨が渦を巻いている様子を目撃した。渦は樹木の枝を折って南側

に移動していった。その際、駐車していた 50cc バイクが転倒していた。

渦の通過後は、雨、風ともに弱まったが、雷鳴が聞こえた。

図１糸満市街地
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A：聞き取り調査を行ったコンビニエンスストアー

B：TEL での聞き取り調査（米須小学校）
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図２ ひむかいの塔周辺の写真と被害状況（→：飛散・折損方向、→：撮影方向）
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図３ 晴明病院・南の里周辺の写真と被害状況（→：飛散・折損方向、→：撮影方向）

駐車場に止めてあったバイクが転倒。（図中×付近）



３．３ 写真

図２～３の H-1～H-5、S-1、S-2 にて現場の写真を撮影した。

H-1 飛散したネットが絡まった電信柱 H-2 東向きに折れた枝

H-3 西向きに折れた枝と傾いた標示 H-4 ネットが絡まっていた電信柱（撤去済み）

H-5 道路側へ折れた樹木（飛散部分は撤去済み）

S-1 東向きに折れた枝 S-2 南向きに折れた枝



４．気象状況

3 月 9 日 09 時の地上天気図（図４）によると、九州の南にある低気圧からのびる前線が、

沖縄本島の西海上をとおり先島諸島の北海上に達していた。

9 日 12 時 30 分の衛星赤外雲画像（図５）では、前線に対応した発達した雲域が沖縄本島

付近に見られた。また、レーダー画像（図６）では、発達した積乱雲を含んだ活発な降雨域

が時速約 50km の速い速度で東進し、9日 12 時から 13 時にかけて沖縄本島を通過していく様

子が見られた。

この降雨域の通過に伴い、安次嶺（那覇空港）では 1 時間降水量 31.5 ミリ（12 時 55 分）

の激しい雨が降った。

糸満市摩文仁付近（図６の白円）では、9 日 12 時 30 頃から 12 時 40 分頃にかけて、降水

強度が 1 時間 80 ミリ以上、雲頂高度が 10km に達する発達した積乱雲が通過しており、この

積乱雲の通過に伴い突風が発生したと推定される。

４．２ 観測資料

発生地点に近いアメダスの観測データ(10 分値)を示す。

図４ 3月 9日 09 時の地上天気図 図５ 3月 9日 12 時 30 分の衛星赤外雲画像
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図６ 3月 9日 12 時 30 分から 12 時 50 分のレーダー画像

白円は突風被害が発生した摩文仁付近



５．発生地点付近の観測データ（10 分値）



６．被害集計

（沖縄電力より）

・ビニールハウスのネットが電柱に巻きついていた（2箇所）。

（沖縄気象台現地調査より）

・複数のビニールハウスが損壊した。

・複数の樹木の枝の折損が見られた。

７．気象官署が執った措置

月 日 時 刻 細分区域 種 類

3 月 9 日 04 時 18 分 沖縄本島地方 強風、波浪注意報

3 月 9 日 07 時 22 分 沖縄本島地方 雷、強風、波浪注意報

3 月 9 日 14 時 42 分 沖縄本島地方 強風、波浪注意報

3 月 9 日 21 時 15 分 沖縄本島地方 波浪注意報

注意報の発表状況

この調査資料を作成するにあたり、糸満市役所をはじめとする関係機関の方々、糸満市

の住民の方々にご協力いただきましたことに謝意を表します。
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【突風の種類】

【藤田スケール】

竜巻やダウンバーストの規模を被害状況から推定するため、当時シカゴ大学の故 藤田哲也氏
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